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表２　実習の感想（抜粋）
コメント
もともと化粧品に興味があったので、今回から香粧品実験があることがとても嬉しくて楽しみにしていました。ものがある
ものの組み合わせを変えて作り上げていくのはとても面白かったです。もっと化粧品のことを知っていればより理解しなが
らできたと思うので勉強不足だなと感じました。実際に自分たちでクレンジングジェルを作ってその性能を評価する実験で
は自分たちが作ったものが実際に効果があるということを目に見えて実感することができたので良かったです。
乳液を作成するのはもっと複雑で難しいと思っていましたが、プロペラを回転させながらスポイトで滴下して温度調節をす
るという作業自体は単純だったので意外でした。また、転相乳化によって作成したUV乳液は２週間後でも外観は分離しな
くて肉眼では均一に思えましたが、粒子を観察すると上、中、下の部分で粒子の大きさに違いが見られたのが興味深かった
です。
乳化方法の違いで外観も粒径も違いがこんなに現れることに驚いた。実験前にそれぞれの乳化の仕組みを知っておいたほう
が良かったと思った。
自作のクレンジングジェルが市販のクレンジングクリームの洗浄力と遜色なかったことに驚きました。クリームの方が洗浄
力が高いと思っていたのと実験で作成したものだし、そんなに落ちないだろうと思っていたので尚更です。偏光板を通して
みた１と３の相図サンプルがとても綺麗でもっとみたかったです。
今までの学生実験でやってきた内容とは違っていたので、より難しかったなと思いました。少しでも加える時間や入れる順
番が違うと全然違ったサンプルになるのは面白かった。
二年次に香粧品科学を取っていたのでより今回の実験が理解できた。履修していた方がより理解できる実験だと思った。
テーマ１は比較的理解ができる実験だった。それぞれの乳化方法でどのように違うか、粒子レベルで比較できたのはわかり
やすく、たのしかった。正解がわからない実験なので、顕微鏡は実施はそのような違いがあるか気になった。
原料は同じですが、乳化方法の違いによって安定性や質感に大きな違いが出ることに驚きました。普段はあまり馴染みのな
いクレンジングジェルですが、相変化の仕組みを理解するととても面白く興味が湧きました。

